
ＵＳＢ持ち出しの
ルール作りを中心に…

若松五中の実践
西潟弘子
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１ 実践前の状況
学校ＵＳＢ(一人1本)使用がルールだったが…。
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２ 現在の状況
個人情報のサーバー管理
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３ 変化

きっかけは…

・市教委からの個人情報保護の通知

校内の
個人情報管理の意識付けが進む

・校長の意識の変化
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・校内アンケートの実施

・学年ごとに、情報担当者を置く



４ 事務職員のアプローチ

２回実施した校内アンケート結果により
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●USBの使用がなくならない

サーバー使用の研修の実施

USBを５本に制限

USB持出し簿の様式変更



5  事務職員としての実践

全体の『ほころび』

を早期発見し、

改善を促す

繰り返し働きかける。

人が替わっても実践が継続できる

システムの構築
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気付くための準備

改善策を、どこにもち

かけるか…

危機意識を高めるために


